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山形新幹線米沢トンネル（仮称）の
早期実現に向けて
キラリと光る事業承継の形
箕輪鮭漁業生産組合ふ化場
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若者の視点から公共交通の利用促進に向けたアイデ
アを話し合っている東北芸術工科大学の学生の皆さ
ん。見る人が公共交通に魅力を感じ、利用したくなるよ
うなロゴマークやポスターデザインの制作に、学科の
枠を越えて取り組んでいます。（撮影協力 ： JR東日本）
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県民のあゆみ 3 月号 16

朝８時
じ
ころから牛渡川に入

はい
り大きな網

あみ

を使
つか
い、「ウライ」と呼

よ
ばれる仕

し
掛
か
けま

で、ゆっくりと鮭を追
お
い込

こ
みます。

箕輪鮭漁業生産組合 代
だい
表
ひょう
理
り
事
じ
組
くみ
合
あい
長
ちょう

佐
さ
藤
とう
 仁
ひとし
 さん

おいしい鮭は、縄
じょう
文
もん
人
じん
も食

た
べていたんだって!

鮭の人
じん
工
こう
ふ化は、命

いのち
をつなぐお手

て
伝
つだ
い。

毎
まい

朝
あさ

鮭と鬼
おに

ごっこ！？ 鮭の生
せい

態
たい

を知
し

るヒントに！ 清
きよ

らかな水
みず

が行
い

き渡
わた

るふ化場 川に戻った鮭としては日
に

本
ほん

一
いち

の大きさ!

大
おお

きな鮭がたくさん集
あつ

まる光
こう

景
けい

は圧
あっ

巻
かん

です!!

鮭のうろこからは年
ねん
齢
れい
が、耳

じ
石
せき
という組

そ

織
しき
からは人工ふ化した場

ば
所
しょ
や放流した

時
じ
期
き
がわかるそうです。鮭の生態を知

し

るため採取し、研
けん
究
きゅう
機
き
関
かん
に送
おく
ります。

ずらりと並
なら
ぶのは、庄

しょう
内
ない
式
しき
ふ化槽

そう
。水

の入ったふ化槽の金
かな
網
あみ
の上

うえ
に卵が置

お

かれ、ふ化する直
ちょく
前
ぜん
までここで飼

し
育
いく
さ

れます。

毎年たくさんの鮭が戻ってくるように人工ふ化に
取り組んでいます。鮭の採捕作業を自

じ
由
ゆう
に見
けん
学
がく
で

きるほか、事
じ
前
ぜん
にご予

よ
約
やく
いただくと、鮭とばや寒

かん
風
ぷう

干
ぼ
しづくりも体

たい
験
けん
できます。近

ちか
くに「丸

まる
池
いけ
様
さま
」もあり

ますので、ぜひ見学にきてください。

1977年に牛渡川で採捕されたオスの
鮭。体

たい
長
ちょう
100センチで体

たい
重
じゅう
は14.3キ

ログラム！遊佐町の鮭は、比
ひ
較
かく
的
てき
大き

な個
こ
体
たい
が多
おお
いのが特

とく
徴
ちょう
だそうです。

箕
みの

輪
わ

鮭
さけ

漁
ぎょ

業
ぎょう

生
せい

産
さん

組
くみ

合
あい

ふ化
か

場
じょう

鮭を増
ふ
やすための鮭ふ化場。

施
し
設
せつ
では、いったいどんな作

さ
業
ぎょう
が行

おこな
われているの？

１匹
ぴき

から約3000粒
つぶ

の卵が取
と

れます

川
かわ
で産

う
まれた鮭は、海

うみ
を回
かい
遊
ゆう
した後

あと
、産
さん
卵
らん
のために産まれ

た川に戻
もど
る習

しゅう
性
せい
があります。明

めい
治
じ
時
じ
代
だい
に戻る鮭の数

かず
が減

げん

少
しょう
したことから、鮭の保

ほ
護
ご
と増
ぞう
殖
しょく
を目

もく
的
てき
に、人

ひと
が卵

たまご
を育
そだ
て

る「人工ふ化」の取
とり
組
く
みがはじまりました。遊

ゆ
佐
ざ
町
まち
には、毎

まい

年
とし
10月

がつ
から12月までの間

あいだ
に、たくさん

の鮭が川に戻ってきます。シーズン中
ちゅう
、

牛
うし
渡
わたり
川
がわ
に接

せっ
した箕輪鮭漁業生産組合

のふ化場では、「特
とく
別
べつ
採
さい
捕
ほ
許
きょ
可
か
」を得

え
て

組
くみ
合
あい
員
いん
である地

ち
域
いき
の農
のう
家
か
さんが、早

そう
朝
ちょう

から川の鮭を採捕し、卵を採
さい
取
しゅ
してい

ます。令
れい
和
わ
５年
ねん
の採捕量

りょう
は約
やく
2万
まん
匹
びき
とのことですが、歴

れき
史
し
を

さかのぼれば、8万匹を超
こ
す鮭を採捕した記

き
録
ろく
も残
のこ
ってい

るそうです。採取した卵は冬
ふゆ
の間にふ化場で大

たい
切
せつ
に育てら

れ、春
はる
には800万匹以

い
上
じょう
もの稚

ち
魚
ぎょ
が牛渡川に放

ほう
流
りゅう
される

のです。遊佐町の小
こ
山
やま
崎
ざき
遺
い
跡
せき
では縄文人が食べた鮭の骨

ほね

が見
み
つかるなど、鮭は古

ふる
くから人々の食

しょく
生
せい
活
かつ
に欠

か
かせない

魚
さかな
です。鮭を守

まも
り増やすことは食を守ることでもあります。


